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■介護の仕事体験イベント「ナゾとき・カイゴ」
　介護の仕事体験イベント「ナゾとき・カイゴ」
が11月３日、さざんかで開かれました。
　小学生を対象に楽しみながら介護や福祉の仕事
を体験し、将来の介護人材の育成につなげること
などを目的とした県主催のイベントで、中部地区
では初めての開催。市内を中心に14組の親子が
参加し、子どもたちは新人探偵という設定で介護
に関するクイズを解いたり、介護事業所の職員に
仕事内容について聞き込みしたりして、介護につ
いて楽しく学びました。

暮らしを支える介護の謎を解け
車いすに乗ったり押したりする「新人探偵」の子どもたち
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■相良中学校統合50周年記念式典
相良中統合50周年～未来へ～

　市立相良中学校（北
き た

島
じ ま

克
か つ

己
み

校長）では10月27
日、統合50周年記念式典を執り行いました。
　同校は昭和22年に開校し、30年に菅山中、49年
に萩間中と統合。統合後、全校生徒は750人程度

（１学年240人程度）在籍していたとのことで、現
在は約400人（１学年約130人）です。
　式には全校生徒や学校関係者、保護者、地域住
民約600人が参加。吹奏楽部の演奏や地域のコー
ラスグループの合唱が華やかに行われ、生徒代表
が未来へのメッセージを力強く語りました。

■子育て支援センター相良「あそぼっと」来所者１万人達成
　子育て支援センター相良「あそぼっと」の来所
者が１万人を達成したことを記念し、10月29日、
記念セレモニーを開催しました。
　同センターは、５月に相良児童館と集約され、
ミルキーウェイスクエア内に開所。１万人目の来
所者となった松原なつみさん・龍

り ゅ う

佑くん・光
み つ

璃
り

ちゃ
ん親子（菅山区）で、杉本市長から記念品が贈ら
れました。松原さんは「オープン当初から毎週訪
れている。子どもだけでなく同世代の子を持つ親
も一緒に成長できる場」と話しました。

子どもも親も成長できる施設へ
１万人目の来所者となった松原さん親子と杉本市長

市民の力作で芸術の秋を楽しむ
■第18回牧之原市文化祭
　第18回牧之原市文化祭が11月４日と５日、静
波体育館などで開催されました。
　静波体育館には、市文化協会会員をはじめ、市
内の幼稚園・保育園、学校、市民などによる絵画、
俳句、写真などの作品803点が展示され、活動の
成果の場となりました。
　また、榛原文化センター、い～らでは、茶会や
手揉保存会によるお茶の手揉み実演、将棋大会、
おはなし会などが行われ、市内外から大勢の来場
者で賑わいました。

会場に展示された力作を見る来場者静波サーフスタジアムにて、クラブ会員と交流するカイ選手㊨

牧之原の波に再び「ライド・オン」
■USAサーフィンジュニア代表「カイ・クシュナー選手」と交流
　昨年に続き、USAサーフィンジュニア代表の
カイ・クシュナー選手が11月24日から26日まで
本市を訪れました。今回はスポーツ、文化交流を
図るため、カリフォルニア州チャンピオンで将来
有望の同選手を市が招き、再訪したものです。
　25日は、まきのはらジュニアズアクションス
ポーツクラブ会員とサーフィンや日本文化体験（茶
道や着付け）を通して交流。カイ選手は「牧之原
にまた来ることができてうれしい。今日は一緒に
楽しみましょう」と日本語であいさつしました。 子どものこころとからだについて講演する夏目氏

子どものこころとからだの成長のために
■市民のつどい
　青少年の健全育成と明るい社会づくりを考える

「市民のつどい」が11月11日、い～らで開催さ
れました。式典では、「私の主張2023」作文コ
ンクール優秀賞受賞生徒の表彰と作文朗読、人権
擁護委員による活動紹介などが行われました。
　『子どもの「こころ」と「からだ」』と題した記
念講演会では、発達支援教室じゃんけんぽんの夏
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氏が、子どもに身に付けさせたいことや成
長に対する大人の向き合い方など、こころとから
だを育てる方法について講話しました。

海上安全と無病息災を祈って
■鹿島神社の御船神事
　市指定無形民俗文化財「鹿島神社の御船神事」

（川崎区）が 11月５日、４年ぶりに行われました。
　この神事は、江戸時代から続く鹿島神社の例祭
で、海上安全と無病息災を祈る神事です。また、
子どもを菱

ひ

垣
が き

廻
か い

船
せ ん

の模型に乗せると、けがや病気
をしないとも伝えられています。
　鹿島の船若衆は柱おこし、帆揚げを行った後、
菱垣廻船の模型を担ぎ、掛け声に合わせて境内や
沿道で、威勢良く荒波を越えて航海する様子を表
現しました。

神社から200メートル程離れたお休み場まで寝り歩く船若衆

勝間田城趾と徳川家康の関わりとは
■勝間田城趾547年祭 小和田哲男氏特別講演会
　勝間田城趾547年祭が11月12日、勝間田区内
で開催されました。
　勝間田城趾では神事などの後、勝間田小学校５・
６年生による侍ソーランの披露が行われました。
勝間田小学校体育館では「徳川家康と牧之原の城」
と題した特別講演会が行われ、市内外から450人
が来場。NHK大河ドラマの時代考証を務める小
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氏（静岡大学名誉教授）が、牧之原台地
周辺に所在した数々の城と徳川家康との関わりを
中心に講話し、来場者は熱心に聞いていました。

市内に所在した城についても交えながら講演する小和田氏
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